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9月19日の敬老の日を迎えるにあたり、長年にわたって社会に貢献され、また桶川市

を暖かく見守り、育てていただいた皆様に心から感謝し、お祝い申し上げます。
わが国の平均寿命も延び、国際的にも長寿国の一員となっております。これもひとえ

に皆様方の日ごろの健康管理へのご努力と、医療の進歩が要因に挙げられます。
そうした高齢者の方お一人おひとりが、これまで

の豊富な知識と経験を生かし、健康で充実した生活
を送れますよう、また生涯にわたって生きがいを持
ち、安心して暮らすことができますよう、ご祈念申
し上げまして9月の敬老事業をご案内します。

長寿を祝して
詳しくは�高齢介護課９月敬老事業のご案内

敬老祝金の贈呈
贈 呈 方 法

民生委員を通じて9月下旬に贈呈予定
※施設入所、不在がちなどで振込を希望する
人は8月19日頃までに高齢介護課へ連絡し
てください。

市から直接、誕生月に贈呈

※1 満年齢は、平成28年度内に迎える年齢です。

贈呈金額

10，000円

100，000円

対象者の年齢

満80歳、88歳、90歳、99歳
および101歳以上 ※1

満100歳

市内循環バス「べにばなGO」の
無料乗車

対 象�75歳以上の人
利用期間�9月1日㈭～30日㈮
利用方法�8月下旬に郵送される「バス無

料乗車券（はがき）」を提示し
てください。

地域等敬老事業助成事業

自治会や地域などが行う敬老事
業に対して、その事業費の助成を
行います。

公公益益財財団団法法人人けけややきき文文化化財財団団主主催催
◎祝・敬老 船生かぶき村 劇団暁公演

と き�9月11日㈰
開場：午後1時30分 開演：午後2時
終了予定：午後3時40分頃

ところ�市民ホール
販 売�市民ホール受付
問合せ�市民ホール�７８９－１１１３

◎「べに花ふるさと館」の食事割引き
内容�うどん、そばを75歳以上の人は

半額88歳以上の人は無料で提供
します。

期間�9月1日㈭～30日㈮の午前11時
～午後8時（注文は午後7時まで）
※日曜日・月末は混雑します。早め
の平日の利用をおすすめします。
※月曜日は休館です。
ただし、19日（月・祝）は開館し
ます。

利用方法�8月下旬に郵送される「食
事券（はがき）」を提示してくだ
さい。
※期間中1回限定・本人のみ有効

問合せ�べに花ふるさと館
�７２９－１６１１

老老人人福福祉祉セセンンタターー事事業業
申込み・問合せ�老人福祉センター�７２８－１１２２

老人福祉センターにおいでください。

◎カラオケ発表会

と き�9月21日㈬午前10時開始
対 象�市内在住の60歳以上の人
申込み�8月31日㈬午前9時から

※先着60人

◎お楽しみ風呂（ひのき湯）

と き�9月23日㈮・24日㈯

◎敬老福引大会

と き�9月18日㈰・19日（月・祝）
午前10時開始

福引券配布�9月1日㈭午前9時から
対 象�老人福祉センター利用者

◎うどん号

とき�9月6日㈫・14日㈬
午前11時15分出発

※老人福祉センターから、べに花ふるさと
館へ往復送迎バスを運行します。
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�計画地について
計画地は、桶川駅から直線距離で約1．7㎞の場所に
位置し、周辺は土地区画整理事業により道路や公園な
どが整備され、幼稚園や小・中学校が近接した良好な
住宅地となっています。

�施設づくりの概要
日常の生活利便性の向上や地域の交流、活動
などコミュニティの醸成の場となる施設として
「生活利便」「健康長寿」「生涯学習」を基本に、
公共施設と民間施設が複合した施設として計画
を進めています。

�公共施設について
市が運営する公共施設については、体育室や図書館
といった運動や学習など、多様な活動ができる施設と
して利用者の視点で計画を進めていきます。

�民間施設について
民間施設については、公共施設との機能連携や相乗
効果が図られることを基本に、整備主体となる民間事
業者を公募により選定していきます。

�整備手法および予定について
今回、市では新しい取組みとなる「民間活力を導入した公民連携手法」による施設整備を進めていま
す。施設の完成は、平成30年度中を予定しています。詳しくは、市ホームページをご覧ください。

坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて
詳しくは�企画調整課

坂田地区、坂田東西保留地（以下、計画地）において「公共機能と民間機能が複合し
た施設づくり」を進めています。

【計画地位置図】

【施設づくりの考え方】

【施設イメージ】

※公共施設部分の規模は2，100㎡程度で計画して
います。

※計画地の面積は17，300㎡です。
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平和を考える１０日間
8月6日～15日

詳しくは�自治文化課

事業名 と き ところ 内 容

平和に関する写真などの展示 8月1日㈪～
15日㈪

駅構内
見る観るコーナー 原爆に関連する写真および資料展示

平和のキャンペーン 8月5日㈮
午前7時30分頃 駅周辺 市議会議員と市職員による街頭キャン

ペーン

平和図書コーナー 8月6日㈯～
15日㈪

市内図書館
※休館日を除く

平和関係図書の展示
貸出コーナーの設置

平和へのメッセージ

※平成28年度協働推進提案事業
8月6日㈯～

15日㈪
マイン3階
OKEGAWA
hon プラス＋

市民によるイベントや平和の木の作成
など
※詳しくは下の表をご覧ください。

市では、過去の戦争を振り返り、平和への願い
を次の世代に伝えていくことを目的に、昭和57年
から、毎年8月6日～15日の期間を「平和を考え
る10日間」として、平和をテーマにした、さまざ
まな事業を行っています。

サイレンを吹鳴します
一分間の黙とうの呼びかけを行います。
8月6日㈯午前8時15分 広島原爆投下時刻
8月9日㈫午前11時2分 長崎原爆投下時刻
8月15日㈪正午 終戦の日

「平和へのメッセージ」プログラム ※時間は変更する場合があります。
午前10時30分～正午 午後1時～3時

6日㈯ 響け平和のうたごえ（埼玉合唱団） 平和の大型紙芝居・アニメ・朗読
（ボランティアグループ紅花の会）

7日㈰ ハンドベルコンサート☆ハピネス☆（ホワイトベル） 笑いは平和の原点（桶川寄席「りんどう」）

8日㈪ ギターの調べと歌を唄うひととき
（ハーモニーギター同好会）

オカリナコンサート（オカリナフレンズ）

平和の願いをハーモニカで（アドニスファイブ）

9日㈫ 手遊び、わらべ歌、絵本を楽しもう
（桶川子どもの本の会）

朗読 永井隆著「この子を残して」（朗読とギターの会）

平和の調べ（桶川三曲協会）

10日㈬ オカリナコンサート（リトルバード） 瑠璃色の地球 世界を歌でつなぐ（コーログリーングラス）
11日
（木・祝）アニメ「最後の空襲くまがや」・体験談（岡部玲子さん） 紅花の郷から平和の讃歌を（桶川ハーモニカクラブ）

12日㈮ 平和の大型紙芝居・アニメ・朗読
（ボランティアグループ紅花の会）

桶川飛行学校からのメッセージ
（旧陸軍桶川飛行学校を語り継ぐ会）

13日㈯ 平和の大型紙芝居・アニメ・朗読
（ボランティアグループ紅花の会） アニメ「少年兵の告白」朗読 他（さんふらわぁ）

14日㈰ 平和の大型紙芝居・アニメ・朗読
（ボランティアグループ紅花の会）

平和の大型紙芝居・アニメ・朗読
（ボランティアグループ紅花の会）

15日㈪ 71年前の今日、桶川三井精機の日誌
（協力：歴史民俗資料館）

※（ ）内は出演者または団体



2016．8 662016．877

甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲
府府府府府府府府府府府府府府府府
のののののののののののののののの
街街街街街街街街街街街街街街街街

空空空空空空空空空空空空空空空空
襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲

内藤 武さん
（川田谷在住）

戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦
争争争争争争争争争争争争争争争争
体体体体体体体体体体体体体体体体
験験験験験験験験験験験験験験験験
記記記記記記記記記記記記記記記記

小林 まちこさん
（下日出谷在住）

終終終終終終終終終終終終終終終終
戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦
のののののののののののののののの
日日日日日日日日日日日日日日日日

小川 康一さん
（故人）

東東東東東東東東東東東東東東東東
京京京京京京京京京京京京京京京京
大大大大大大大大大大大大大大大大
空空空空空空空空空空空空空空空空
襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲
とととととととととととととととと
私私私私私私私私私私私私私私私私

遠藤 敏勝さん
（朝日在住）

私
は
山
梨
の
甲
府
に
生
ま
れ
7
歳
の
時
空
襲
を

体
験
し
ま
し
た
の
で
、
僅
か
な
記
憶
を
頼
り
に
体

験
を
綴
り
ま
し
た
。

昭
和
19
年
7
月
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
を
占
領
し
た

米
軍
は
、
サ
イ
パ
ン
島
・
テ
ニ
ア
ン
島
に
戦
略
爆

撃
機
Ｂ
29
が
離
着
陸
で
き
る
飛
行
場
を
建
設
、
日

本
本
土
へ
の
爆
撃
基
地
と
し
ま
し
た
。
昭
和
20
年

に
な
る
と
、
空
襲
も
本
格
化
し
、
3
月
10
日
未
明

の
東
京
大
空
襲
以
後
は
「
軍
事
施
設
・
人
口
密
集

地
」
を
攻
撃
目
標
と
し
、
油
脂
焼
夷
弾
に
よ
る
無

差
別
攻
撃
で
日
本
本
土
の
焦
土
化
を
行
い
ま
し
た
。

甲
府
も
そ
の
例
に
漏
れ
ず
、
昭
和
20
年
7
月
6

日
夜
11
時
頃
、
突
如
「
警
戒
警
報
」
の
サ
イ
レ
ン

が
甲
府
全
域
に
鳴
り
響
き
ま
し
た
。
近
所
の
人
と

小
高
い
土
手
の
上
に
登
っ
て
見
る
と
、
灯
火
管
制

で
闇
に
包
ま
れ
た
甲
府
の
上
空
に
Ｂ
29
が
高
度
1

万
メ
ー
ト
ル
で
侵
入
、
甲
府
北
部
の
「
愛
宕
山
」

頂
上
付
近
に
投
下
さ
れ
た
照
明
弾
を
頼
り
に
市
内

全
域
は
焼
夷
弾
が
次
々
に
投
下
さ
れ
大
火
災
と
な

り
ま
し
た
。

岡
島
百
貨
店
・
甲
府
市
役
所
・
工
場
・
住
宅
な
ど

が
悉
く
消
失
、特
に
一
蓮
寺
の
大
伽
藍
が
轟
音
と

共
に
焼
け
落
ち
た
様
子
、
荒
川
に
架
か
る
橋
が
破

壊
さ
れ
逃
げ
場
を
失
っ
た
多
く
の
人
々
、
ま
た
赤

ん
坊
の
頭
を
下
に
し
て
背
負
う
母
親
、親
を
見
失
い

泣
き
叫
ぶ
子
供
、精
根
尽
き
果
て
う
ず
く
ま
る
老
婆
、

更
に
熱
風
を
避
け
て
池
に
飛
び
込
み
水
面
に
浮
か

ぶ
死
体
等
々
現
世
の
地
獄
を
見
る
思
い
で
し
た
。

空
襲
後
30
分
ほ
ど
で
油
臭
い
小
雨
が
降
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
「
油
」
な
の
か
「
人
間
の
焼
け
た
臭

い
」
な
の
か
、
子
供
な
が
ら
薄
気
味
の
悪
い
不
吉

な
感
情
を
抱
い
た
記
憶
は
今
で
も
鮮
明
で
す
。

因
み
に
こ
の
空
襲
で
は
、死
者
1
�
1
2
7
名
・

重
軽
傷
者
1
�
2
4
8
名
・
行
方
不
明
者
35
名
・

全
戸
数
2
5
�
8
9
8
戸
中
1
8
�
0
9
4
戸
が

消
失
破
壊
な
ど
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
米
軍
で

は
Ｂ
29
が
131
機
に
将
兵
314
名
が
搭
乗
、
投
下
し
た

焼
夷
弾
791
屯
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

戦
争
に
は
善
戦
も
聖
域
も
あ
り
ま
せ
ん
。
有
る

の
は
破
壊
と
殺
戮
の
み
、
悪
の
最
た
る
も
の
で
、

絶
対
に
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
す
。

大
き
な
枝
垂
桜
が
あ
る
千
葉
県
山
武
市
の
妙
宣

寺
は
、
私
が
疎
開
し
て
い
た
地
で
あ
る
。
当
時
一

緒
に
疎
開
し
、
今
も
千
葉
県
に
住
ん
で
い
る
友
人

か
ら
電
話
が
あ
り
、
と
て
も
な
つ
か
し
く
会
い
た

く
な
り
、
孫
が
車
で
友
人
宅
と
妙
宣
寺
へ
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
千
葉
県
へ
の
旅

は
、
私
の
戦
争
体
験
を
辿
る
旅
と
な
っ
た
。

昭
和
19
年
、
茅
場
国
民
学
校
の
3
年
生
は
千
葉

県
山
武
郡
睦
岡
村
に
あ
る
妙
宣
寺
へ
疎
開
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
寺
で
は
み
ん
な
夜
に
な
る
と
泣
い

て
お
り
、
風
呂
に
は
た
ま
に
し
か
入
れ
ず
、
髪
に

は
し
ら
み
が
た
く
さ
ん
い
た
。
寺
の
門
か
ら
本
堂

の
間
は
、
100
ｍ
ほ
ど
の
長
い
参
道
が
あ
り
、
横
に

は
枝
垂
桜
が
あ
っ
た
。
こ
の
枝
垂
桜
を
み
て
、
疎

開
し
て
い
た
学
校
の
先
生
が
歌
を
作
っ
た
。「
江

東
橋
で
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
後
に
集
団
疎
開
、

強
く
大
き
く
な
れ
、
春
を
待
つ
、
春
を
待
つ
…
」

妙
宣
寺
に
行
く
ま
で
は
、
記
憶
に
全
く
な
か
っ
た

が
、
寺
に
行
っ
た
途
端
に
記
憶
が
よ
み
が
え
り
、

歌
の
歌
詞
が
次
々
と
思
い
出
さ
れ
て
き
た
。

寺
に
は
杉
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
毎
朝
、
門
か
ら

本
堂
ま
で
の
間
の
落
ち
葉
を
ほ
う
き
で
は
い
た
。

3
月
10
日
の
朝
は
、
黒
い
灰
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

前
日
の
夜
の
東
京
大
空
襲
に
よ
り
、
遠
く
ま
で
飛

ん
で
き
た
灰
だ
っ
た
。
こ
こ
ま
で
灰
が
飛
ん
で
き

た
の
は
、
東
京
大
空
襲
の
時
と
、
関
東
大
震
災
の

時
の
2
回
だ
け
だ
そ
う
だ
。

東
京
大
空
襲
に
よ
り
、
東
京
は
焼
野
原
と
な
り
、

疎
開
し
た
生
徒
の
家
族
が
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
寺
に

迎
え
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
は
い
つ
も
本
堂

の
階
段
に
座
り
、
迎
え
に
来
る
家
族
を
み
て
い
た
。

あ
る
と
き
、
門
の
入
り
口
に
2
つ
の
人
影
が
た
っ

た
。
本
堂
か
ら
で
は
ぼ
ん
や
り
と
し
か
分
か
ら
な

い
が
、
私
は
父
と
兄
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と

分
か
り
、
そ
の
瞬
間
、
肉
親
の
血
の
つ
な
が
り
を

感
じ
た
。

弟
が
こ
の
大
空
襲
で
亡
く
な
っ
た
と
父
か
ら
聞

か
さ
れ
た
。
こ
ん
ど
誰
か
死
ぬ
時
は
み
ん
な
一
緒

だ
と
言
っ
て
私
を
迎
え
に
来
た
の
だ
っ
た
。
父
と

兄
と
一
度
東
京
に
戻
り
、
そ
の
後
、
父
の
親
戚
の

い
る
修
善
寺
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
。
修
善
寺
で

は
家
族
は
離
れ
離
れ
に
暮
ら
し
た
。
私
は
小
学
校

に
通
い
、
藁
で
綱
を
編
み
、
桑
の
皮
で
兵
隊
さ
ん

の
服
を
作
っ
た
。
終
戦
の
玉
音
放
送
は
ラ
ジ
オ
で

聞
い
た
。
戦
後
、
東
京
の
小
岩
に
一
時
身
を
寄
せ
、

そ
の
後
錦
糸
町
に
戻
り
、
娘
時
代
を
過
ご
し
た
。

友
人
か
ら
の
電
話
が
き
っ
か
け
で
、
妙
宣
寺
を

訪
れ
た
こ
と
で
、
当
時
の
記
憶
が
走
馬
灯
の
よ
う

に
次
々
に
蘇
っ
て
き
た
。
こ
の
記
憶
を
戦
争
体
験

記
と
し
て
残
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
今
回
の

執
筆
を
思
い
立
っ
た
。
今
、
肺
の
病
気
を
患
っ
て

お
り
、
今
後
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
枝
垂

桜
の
咲
い
て
い
る
時
期
に
妙
宣
寺
を
ま
た
訪
れ
た

い
。

そ
の
日
の
天
候
は
定
か
で
は
な
い
が
、
む
し
暑

い
天
気
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
玉
音
放
送
を
聞

い
た
の
は
工
場
で
は
な
く
自
宅
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
恐
ら
く
、
前
日
に
重
大
発
表
が
あ
る

か
ら
、
自
宅
で
待
機
し
て
聞
く
べ
し
と
の
指
示
が

あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
或
は
、
険
悪
な
交
通

事
情
の
も
と
で
、
工
場
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
ず
、

や
む
を
得
ず
、
自
宅
に
い
た
の
か
、
そ
の
へ
ん
は
、

は
っ
き
り
し
な
い
。

と
も
あ
れ
、
玉
音
放
送
は
、
家
族
と
共
に
自
宅

で
聞
い
た
の
で
あ
る
。

敗
戦
の
事
実
を
聞
い
た
と
き
は
、
ど
う
で
あ
っ

た
か
。
48
年
前
の
出
来
事
で
あ
り
、
は
っ
き
り
と

し
た
記
憶
は
な
い
が
、
茫
然
自
失
の
状
態
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
う
。

そ
し
て
、
又
、
長
い
長
い
戦
争
が
、
と
う
と
う
、

終
っ
た
か
と
い
う
感
慨
と
、
こ
れ
で
自
分
は
死
な

な
く
て
済
ん
だ
と
い
う
安
堵
感
が
湧
い
て
き
た
よ

う
な
気
が
す
る
。

思
え
ば
、
昭
和
5
年
に
生
を
受
け
て
以
来
、
幼

少
期
か
ら
少
年
期
は
戦
争
に
明
け
暮
れ
て
い
た
わ

け
で
あ
り
、
私
の
終
戦
時
ま
で
の
生
涯
は
、
戦
争

に
対
し
て
不
感
症
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
行

く
行
く
は
、
戦
争
に
行
っ
て
死
ぬ
で
あ
ろ
う
と
い

う
こ
と
を
観
念
し
、
死
と
い
う
も
の
に
対
し
て
、

そ
れ
ほ
ど
、
恐
怖
感
、
抵
抗
感
を
抱
い
た
こ
と
は

な
か
っ
た
。

真
珠
湾
攻
撃
、
神
風
特
攻
隊
な
ど
自
分
の
身
を

犠
牲
に
し
て
敵
艦
に
突
っ
込
む
戦
法
に
対
し
て
、

当
時
、
無
謀
な
戦
法
と
い
う
感
じ
は
、
さ
ら
さ
ら

な
く
、
身
を
捨
て
て
国
に
殉
ず
る
と
い
う
こ
と
に
、

む
し
ろ
、
共
感
を
憶
え
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
何
よ
り
の
諦
め
は
、
自
分
だ
け
で
な

く
、
ほ
か
の
人
も
死
ぬ
の
だ
か
ら
と
い
う
単
純
な

考
え
が
底
流
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

こ
の
よ
う
な
死
に
対
す
る
張
り
詰
め
た
考
え
方

が
終
戦
の
報
の
あ
と
、
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
崩
れ
、

前
述
の
よ
う
な
安
堵
感
を
も
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

終
戦
の
日
か
ら
既
に
長
い
年
月
が
経
過
し
、
現

在
、
私
達
は
平
和
を
謳
歌
し
、
飽
食
の
日
々
に
明

け
暮
れ
て
い
る
。

こ
の
平
和
な
日
々
の
実
感
は
、
戦
争
を
経
験
し

な
い
世
代
に
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
受
け
と
め

て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

あ
の
暗
黒
な
時
代
を
生
き
た
者
の
み
が
、
両
極

端
な
世
相
を
対
比
す
る
こ
と
に
よ
り
、
強
烈
に
平

和
の
有
難
さ
を
、
か
み
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
考
え
な
け
れ
ば
あ
の
炎
色
の
青
春

時
代
が
浮
ば
れ
な
い
。

そ
う
は
云
っ
て
も
、
あ
の
当
時
の
諦
め
に
似
た

死
生
観
を
顧
み
る
と
、
背
筋
の
寒
く
な
る
の
を
憶

え
る
の
で
あ
る
。

※
原
稿
は
、
故
人
が
平
成
5
年
頃
に
執
筆
さ
れ
た

体
験
記
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

昭
和
20
年
3
月
10
日
未
明
、
私
は
け
た
た
ま
し

い
空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
で
飛
び
起
き
、
素
早
く

暗
闇
の
床
下
防
空
壕
に
も
ぐ
り
込
ん
だ
。
私
が
小

学
校
3
年
生
の
時
で
あ
る
。
Ｂ
29
爆
撃
機
の
す
さ

ま
じ
い
爆
音
と
ゴ
ー
ツ
と
い
う
焼
夷
弾
の
音
に
怯

え
な
が
ら
、
夢
中
で
祖
母
と
念
佛
を
唱
え
て
い
た
。

ヒ
ュ
ウ
・
ゴ
ー
ツ
の
音
と
焼
夷
弾
炸
裂
に
よ
る
閃

光
が
床
板
の
ス
キ
間
か
ら
も
れ
る
た
び
に
、
焼
夷

弾
投
下
の
恐
怖
に
体
中
が
震
え
た
。
白
々
と
空
が

明
る
く
な
っ
た
頃
、
激
し
く
続
い
た
空
爆
も
や
っ

と
お
さ
ま
っ
た
。
防
空
壕
か
ら
は
い
上
り
、「
あ

あ
‼
今
日
も
無
事
だ
っ
た
」
と
思
い
き
り
飛
び
跳

ね
た
。

深
川
が
焼
夷
弾
に
や
ら
れ
た
と
聞
い
て
、
見
に

行
っ
た
。
見
渡
す
限
り
の
焼
け
野
原
。
す
べ
て
が

瓦
礫
の
山
と
化
し
て
い
た
。
ブ
ス
ブ
ス
と
く
す
ぶ

り
続
け
る
焼
け
跡
を
見
回
す
と
、
銀
行
の
赤
レ
ン

ガ
の
残
骸
と
茶
色
に
焼
け
た
だ
れ
た
金
庫
が
ぽ
つ

ん
と
立
っ
て
い
た
。
歩
く
道
も
熱
く
、
顔
を
よ
ぎ

る
風
も
熱
く
感
じ
た
。
帰
り
道
で
、
黒
船
橋
か
ら

下
を
見
る
と
、
異
様
な
光
景
に
呆
然
と
立
ち
す
く

ん
だ
。

の
上
に
多
数
の
人
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
こ
ろ

が
り
、
重
な
り
合
っ
て
い
た
。
焼
死
体
、
下
半
身

が
水
に
つ
か
っ
た
り
、
上
向
・
下
向
で
ぷ
か
ぷ
か

と
浮
い
て
い
る
人
、
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
子

は
川
下
の
は
る
か
彼
方
ま
で
続
い
て
い
た
。
変
わ

り
果
て
た
姿
を
前
に
し
て
、
ボ
ォ
ー
と
見
て
い
た

が
、
急
に
恐
ろ
し
く
な
り
夢
中
で
家
に
帰
っ
た
。

こ
れ
は
焼
夷
弾
に
よ
る
焦
熱
地
獄
を
さ
ま
よ
い
、

苦
し
ま
ぎ
れ
に
水
を
求
め
、

の
上
で
窒
息
死
か

凍
死
し
た
人
達
な
の
だ
。

午
後
に
都
電
通
り
に
出
る
と
、
深
川
・
本
所
で

焼
夷
弾
に
よ
っ
て
焼
け
出
さ
れ
た
人
々
の
行
列
を

見
た
。
顔
は
煤
で
黒
く
よ
ご
れ
、
手
に
鍋
釜
を
さ

げ
、
大
き
な
風
呂
敷
包
を
背
負
っ
て
い
た
。
中
に

は
、
リ
ヤ
カ
ー
に
山
ほ
ど
の
家
財
道
具
を
括
り
つ

け
懸
命
に
引
い
て
い
た
。
人
々
の
表
情
は
疲
労
に

満
ち
、
う
つ
む
い
て
モ
ク
モ
ク
と
牛
歩
し
て
い
た
。

こ
の
行
列
は
数
日
間
も
続
き
「
こ
の
人
達
は
何
処

へ
行
く
の
だ
ろ
う
」
と
心
配
し
た
。

防
空
頭
巾
を
か
ぶ
り
、
必
死
に
耐
え
た
防
空
壕

生
活
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
は
8
月
15
日
終
戦
。
そ

の
日
、
お
世
話
に
な
っ
た
防
空
壕
を
の
ぞ
き
こ
み

「
長
い
間
あ
り
が
と
う
。
も
う
二
度
と
空
爆
は
ゴ

メ
ン
だ
‼
」
と
心
か
ら
叫
ん
だ
。

※
黒
船
橋
…
越
中
島
と
門
前
仲
町
に
架
る
橋
（
隅

田
川
の
支
流
）、
木
場
の
材
木
の
集
積
場
所

い
の
ち
の
伝
言
頒
布

昭
和
62
年
か
ら
平
成
18
年
の
間
に
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
戦
争
体
験
記
を
頒

布
し
て
い
ま
す
。

①
い
の
ち
の
伝
言
（
500
円
）

②
続
い
の
ち
の
伝
言
（
200
円
）

詳
し
く
は�

自
治
文
化
課
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記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記

市市
でで
はは
、、「「
平平
和和
をを
考考
ええ
るる
１１００
日日
間間
」」
のの
事事
業業
のの
一一

環環
とと
しし
てて
、、
過過
去去
のの
悲悲
惨惨
なな
戦戦
争争
をを
振振
りり
返返
りり
、、
平平
和和

へへ
のの
願願
いい
をを
次次
のの
世世
代代
にに
伝伝
ええ
てて
いい
くく
ここ
とと
をを
目目
的的
にに
、、

昭昭
和和
６６２２
年年
かか
らら
「「
私私
のの
戦戦
争争
体体
験験
記記
」」
とと
しし
てて
戦戦
地地
でで

のの
体体
験験
やや
戦戦
時時
中中
のの
生生
活活
のの
体体
験験
をを
、、
市市
民民
のの
皆皆
ささ
んん

かか
らら
募募
集集
しし
てて
毎毎
年年
広広
報報
へへ
掲掲
載載
しし
てて
きき
まま
しし
たた
。。
今今

年年
度度
もも
８８
月月
１１５５
日日
のの
終終
戦戦
のの
日日
にに
ああ
わわ
せせ
てて
戦戦
争争
体体
験験

記記
のの
ごご
応応
募募
をを
いい
たた
だだ
きき
まま
しし
たた
のの
でで
、、
ごご
紹紹
介介
いい
たた

しし
まま
すす
。。

※ご応募いただいた原文をそのまま掲載しています。



�計画地について
計画地は、桶川駅から直線距離で約1．7㎞の場所に
位置し、周辺は土地区画整理事業により道路や公園な
どが整備され、幼稚園や小・中学校が近接した良好な
住宅地となっています。

�施設づくりの概要
日常の生活利便性の向上や地域の交流、活動
などコミュニティの醸成の場となる施設として
「生活利便」「健康長寿」「生涯学習」を基本に、
公共施設と民間施設が複合した施設として計画
を進めています。

�公共施設について
市が運営する公共施設については、体育室や図書館
といった運動や学習など、多様な活動ができる施設と
して利用者の視点で計画を進めていきます。

�民間施設について
民間施設については、公共施設との機能連携や相乗
効果が図られることを基本に、整備主体となる民間事
業者を公募により選定していきます。

�整備手法および予定について
今回、市では新しい取組みとなる「民間活力を導入した公民連携手法」による施設整備を進めていま
す。施設の完成は、平成30年度中を予定しています。詳しくは、市ホームページをご覧ください。
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詳しくは�企画調整課

坂田地区、坂田東西保留地（以下、計画地）において「公共機能と民間機能が複合し
た施設づくり」を進めています。

【計画地位置図】

【施設づくりの考え方】

【施設イメージ】

※公共施設部分の規模は2，100㎡程度で計画して
います。

※計画地の面積は17，300㎡です。
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平和を考える１０日間
8月6日～15日

詳しくは�自治文化課

事業名 と き ところ 内 容

平和に関する写真などの展示 8月1日㈪～
15日㈪

駅構内
見る観るコーナー 原爆に関連する写真および資料展示

平和のキャンペーン 8月5日㈮
午前7時30分頃 駅周辺 市議会議員と市職員による街頭キャン

ペーン

平和図書コーナー 8月6日㈯～
15日㈪

市内図書館
※休館日を除く

平和関係図書の展示
貸出コーナーの設置

平和へのメッセージ

※平成28年度協働推進提案事業
8月6日㈯～

15日㈪
マイン3階
OKEGAWA
hon プラス＋

市民によるイベントや平和の木の作成
など
※詳しくは下の表をご覧ください。

市では、過去の戦争を振り返り、平和への願い
を次の世代に伝えていくことを目的に、昭和57年
から、毎年8月6日～15日の期間を「平和を考え
る10日間」として、平和をテーマにした、さまざ
まな事業を行っています。

サイレンを吹鳴します
一分間の黙とうの呼びかけを行います。
8月6日㈯午前8時15分 広島原爆投下時刻
8月9日㈫午前11時2分 長崎原爆投下時刻
8月15日㈪正午 終戦の日

「平和へのメッセージ」プログラム ※時間は変更する場合があります。
午前10時30分～正午 午後1時～3時

6日㈯ 響け平和のうたごえ（埼玉合唱団） 平和の大型紙芝居・アニメ・朗読
（ボランティアグループ紅花の会）

7日㈰ ハンドベルコンサート☆ハピネス☆（ホワイトベル） 笑いは平和の原点（桶川寄席「りんどう」）

8日㈪ ギターの調べと歌を唄うひととき
（ハーモニーギター同好会）

オカリナコンサート（オカリナフレンズ）

平和の願いをハーモニカで（アドニスファイブ）

9日㈫ 手遊び、わらべ歌、絵本を楽しもう
（桶川子どもの本の会）

朗読 永井隆著「この子を残して」（朗読とギターの会）

平和の調べ（桶川三曲協会）

10日㈬ オカリナコンサート（リトルバード） 瑠璃色の地球 世界を歌でつなぐ（コーログリーングラス）
11日
（木・祝）アニメ「最後の空襲くまがや」・体験談（岡部玲子さん） 紅花の郷から平和の讃歌を（桶川ハーモニカクラブ）

12日㈮ 平和の大型紙芝居・アニメ・朗読
（ボランティアグループ紅花の会）

桶川飛行学校からのメッセージ
（旧陸軍桶川飛行学校を語り継ぐ会）

13日㈯ 平和の大型紙芝居・アニメ・朗読
（ボランティアグループ紅花の会） アニメ「少年兵の告白」朗読 他（さんふらわぁ）

14日㈰ 平和の大型紙芝居・アニメ・朗読
（ボランティアグループ紅花の会）

平和の大型紙芝居・アニメ・朗読
（ボランティアグループ紅花の会）

15日㈪ 71年前の今日、桶川三井精機の日誌
（協力：歴史民俗資料館）

※（ ）内は出演者または団体
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甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲
府府府府府府府府府府府府府府府府
のののののののののののののののの
街街街街街街街街街街街街街街街街

空空空空空空空空空空空空空空空空
襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲

内藤 武さん
（川田谷在住）

戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦
争争争争争争争争争争争争争争争争
体体体体体体体体体体体体体体体体
験験験験験験験験験験験験験験験験
記記記記記記記記記記記記記記記記

小林 まちこさん
（下日出谷在住）

終終終終終終終終終終終終終終終終
戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦
のののののののののののののののの
日日日日日日日日日日日日日日日日

小川 康一さん
（故人）

東東東東東東東東東東東東東東東東
京京京京京京京京京京京京京京京京
大大大大大大大大大大大大大大大大
空空空空空空空空空空空空空空空空
襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲襲
とととととととととととととととと
私私私私私私私私私私私私私私私私

遠藤 敏勝さん
（朝日在住）

私
は
山
梨
の
甲
府
に
生
ま
れ
7
歳
の
時
空
襲
を

体
験
し
ま
し
た
の
で
、
僅
か
な
記
憶
を
頼
り
に
体

験
を
綴
り
ま
し
た
。

昭
和
19
年
7
月
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
を
占
領
し
た

米
軍
は
、
サ
イ
パ
ン
島
・
テ
ニ
ア
ン
島
に
戦
略
爆

撃
機
Ｂ
29
が
離
着
陸
で
き
る
飛
行
場
を
建
設
、
日

本
本
土
へ
の
爆
撃
基
地
と
し
ま
し
た
。
昭
和
20
年

に
な
る
と
、
空
襲
も
本
格
化
し
、
3
月
10
日
未
明

の
東
京
大
空
襲
以
後
は
「
軍
事
施
設
・
人
口
密
集

地
」
を
攻
撃
目
標
と
し
、
油
脂
焼
夷
弾
に
よ
る
無

差
別
攻
撃
で
日
本
本
土
の
焦
土
化
を
行
い
ま
し
た
。

甲
府
も
そ
の
例
に
漏
れ
ず
、
昭
和
20
年
7
月
6

日
夜
11
時
頃
、
突
如
「
警
戒
警
報
」
の
サ
イ
レ
ン

が
甲
府
全
域
に
鳴
り
響
き
ま
し
た
。
近
所
の
人
と

小
高
い
土
手
の
上
に
登
っ
て
見
る
と
、
灯
火
管
制

で
闇
に
包
ま
れ
た
甲
府
の
上
空
に
Ｂ
29
が
高
度
1

万
メ
ー
ト
ル
で
侵
入
、
甲
府
北
部
の
「
愛
宕
山
」

頂
上
付
近
に
投
下
さ
れ
た
照
明
弾
を
頼
り
に
市
内

全
域
は
焼
夷
弾
が
次
々
に
投
下
さ
れ
大
火
災
と
な

り
ま
し
た
。

岡
島
百
貨
店
・
甲
府
市
役
所
・
工
場
・
住
宅
な
ど

が
悉
く
消
失
、特
に
一
蓮
寺
の
大
伽
藍
が
轟
音
と

共
に
焼
け
落
ち
た
様
子
、
荒
川
に
架
か
る
橋
が
破

壊
さ
れ
逃
げ
場
を
失
っ
た
多
く
の
人
々
、
ま
た
赤

ん
坊
の
頭
を
下
に
し
て
背
負
う
母
親
、親
を
見
失
い

泣
き
叫
ぶ
子
供
、精
根
尽
き
果
て
う
ず
く
ま
る
老
婆
、

更
に
熱
風
を
避
け
て
池
に
飛
び
込
み
水
面
に
浮
か

ぶ
死
体
等
々
現
世
の
地
獄
を
見
る
思
い
で
し
た
。

空
襲
後
30
分
ほ
ど
で
油
臭
い
小
雨
が
降
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
「
油
」
な
の
か
「
人
間
の
焼
け
た
臭

い
」
な
の
か
、
子
供
な
が
ら
薄
気
味
の
悪
い
不
吉

な
感
情
を
抱
い
た
記
憶
は
今
で
も
鮮
明
で
す
。

因
み
に
こ
の
空
襲
で
は
、死
者
1
�
1
2
7
名
・

重
軽
傷
者
1
�
2
4
8
名
・
行
方
不
明
者
35
名
・

全
戸
数
2
5
�
8
9
8
戸
中
1
8
�
0
9
4
戸
が

消
失
破
壊
な
ど
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
米
軍
で

は
Ｂ
29
が
131
機
に
将
兵
314
名
が
搭
乗
、
投
下
し
た

焼
夷
弾
791
屯
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

戦
争
に
は
善
戦
も
聖
域
も
あ
り
ま
せ
ん
。
有
る

の
は
破
壊
と
殺
戮
の
み
、
悪
の
最
た
る
も
の
で
、

絶
対
に
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
す
。

大
き
な
枝
垂
桜
が
あ
る
千
葉
県
山
武
市
の
妙
宣

寺
は
、
私
が
疎
開
し
て
い
た
地
で
あ
る
。
当
時
一

緒
に
疎
開
し
、
今
も
千
葉
県
に
住
ん
で
い
る
友
人

か
ら
電
話
が
あ
り
、
と
て
も
な
つ
か
し
く
会
い
た

く
な
り
、
孫
が
車
で
友
人
宅
と
妙
宣
寺
へ
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
千
葉
県
へ
の
旅

は
、
私
の
戦
争
体
験
を
辿
る
旅
と
な
っ
た
。

昭
和
19
年
、
茅
場
国
民
学
校
の
3
年
生
は
千
葉

県
山
武
郡
睦
岡
村
に
あ
る
妙
宣
寺
へ
疎
開
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
寺
で
は
み
ん
な
夜
に
な
る
と
泣
い

て
お
り
、
風
呂
に
は
た
ま
に
し
か
入
れ
ず
、
髪
に

は
し
ら
み
が
た
く
さ
ん
い
た
。
寺
の
門
か
ら
本
堂

の
間
は
、
100
ｍ
ほ
ど
の
長
い
参
道
が
あ
り
、
横
に

は
枝
垂
桜
が
あ
っ
た
。
こ
の
枝
垂
桜
を
み
て
、
疎

開
し
て
い
た
学
校
の
先
生
が
歌
を
作
っ
た
。「
江

東
橋
で
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
後
に
集
団
疎
開
、

強
く
大
き
く
な
れ
、
春
を
待
つ
、
春
を
待
つ
…
」

妙
宣
寺
に
行
く
ま
で
は
、
記
憶
に
全
く
な
か
っ
た

が
、
寺
に
行
っ
た
途
端
に
記
憶
が
よ
み
が
え
り
、

歌
の
歌
詞
が
次
々
と
思
い
出
さ
れ
て
き
た
。

寺
に
は
杉
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
毎
朝
、
門
か
ら

本
堂
ま
で
の
間
の
落
ち
葉
を
ほ
う
き
で
は
い
た
。

3
月
10
日
の
朝
は
、
黒
い
灰
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

前
日
の
夜
の
東
京
大
空
襲
に
よ
り
、
遠
く
ま
で
飛

ん
で
き
た
灰
だ
っ
た
。
こ
こ
ま
で
灰
が
飛
ん
で
き

た
の
は
、
東
京
大
空
襲
の
時
と
、
関
東
大
震
災
の

時
の
2
回
だ
け
だ
そ
う
だ
。

東
京
大
空
襲
に
よ
り
、
東
京
は
焼
野
原
と
な
り
、

疎
開
し
た
生
徒
の
家
族
が
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
寺
に

迎
え
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
は
い
つ
も
本
堂

の
階
段
に
座
り
、
迎
え
に
来
る
家
族
を
み
て
い
た
。

あ
る
と
き
、
門
の
入
り
口
に
2
つ
の
人
影
が
た
っ

た
。
本
堂
か
ら
で
は
ぼ
ん
や
り
と
し
か
分
か
ら
な

い
が
、
私
は
父
と
兄
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と

分
か
り
、
そ
の
瞬
間
、
肉
親
の
血
の
つ
な
が
り
を

感
じ
た
。

弟
が
こ
の
大
空
襲
で
亡
く
な
っ
た
と
父
か
ら
聞

か
さ
れ
た
。
こ
ん
ど
誰
か
死
ぬ
時
は
み
ん
な
一
緒

だ
と
言
っ
て
私
を
迎
え
に
来
た
の
だ
っ
た
。
父
と

兄
と
一
度
東
京
に
戻
り
、
そ
の
後
、
父
の
親
戚
の

い
る
修
善
寺
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
。
修
善
寺
で

は
家
族
は
離
れ
離
れ
に
暮
ら
し
た
。
私
は
小
学
校

に
通
い
、
藁
で
綱
を
編
み
、
桑
の
皮
で
兵
隊
さ
ん

の
服
を
作
っ
た
。
終
戦
の
玉
音
放
送
は
ラ
ジ
オ
で

聞
い
た
。
戦
後
、
東
京
の
小
岩
に
一
時
身
を
寄
せ
、

そ
の
後
錦
糸
町
に
戻
り
、
娘
時
代
を
過
ご
し
た
。

友
人
か
ら
の
電
話
が
き
っ
か
け
で
、
妙
宣
寺
を

訪
れ
た
こ
と
で
、
当
時
の
記
憶
が
走
馬
灯
の
よ
う

に
次
々
に
蘇
っ
て
き
た
。
こ
の
記
憶
を
戦
争
体
験

記
と
し
て
残
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
今
回
の

執
筆
を
思
い
立
っ
た
。
今
、
肺
の
病
気
を
患
っ
て

お
り
、
今
後
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
枝
垂

桜
の
咲
い
て
い
る
時
期
に
妙
宣
寺
を
ま
た
訪
れ
た

い
。

そ
の
日
の
天
候
は
定
か
で
は
な
い
が
、
む
し
暑

い
天
気
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
玉
音
放
送
を
聞

い
た
の
は
工
場
で
は
な
く
自
宅
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
恐
ら
く
、
前
日
に
重
大
発
表
が
あ
る

か
ら
、
自
宅
で
待
機
し
て
聞
く
べ
し
と
の
指
示
が

あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
或
は
、
険
悪
な
交
通

事
情
の
も
と
で
、
工
場
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
ず
、

や
む
を
得
ず
、
自
宅
に
い
た
の
か
、
そ
の
へ
ん
は
、

は
っ
き
り
し
な
い
。

と
も
あ
れ
、
玉
音
放
送
は
、
家
族
と
共
に
自
宅

で
聞
い
た
の
で
あ
る
。

敗
戦
の
事
実
を
聞
い
た
と
き
は
、
ど
う
で
あ
っ

た
か
。
48
年
前
の
出
来
事
で
あ
り
、
は
っ
き
り
と

し
た
記
憶
は
な
い
が
、
茫
然
自
失
の
状
態
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
う
。

そ
し
て
、
又
、
長
い
長
い
戦
争
が
、
と
う
と
う
、

終
っ
た
か
と
い
う
感
慨
と
、
こ
れ
で
自
分
は
死
な

な
く
て
済
ん
だ
と
い
う
安
堵
感
が
湧
い
て
き
た
よ

う
な
気
が
す
る
。

思
え
ば
、
昭
和
5
年
に
生
を
受
け
て
以
来
、
幼

少
期
か
ら
少
年
期
は
戦
争
に
明
け
暮
れ
て
い
た
わ

け
で
あ
り
、
私
の
終
戦
時
ま
で
の
生
涯
は
、
戦
争

に
対
し
て
不
感
症
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
行

く
行
く
は
、
戦
争
に
行
っ
て
死
ぬ
で
あ
ろ
う
と
い

う
こ
と
を
観
念
し
、
死
と
い
う
も
の
に
対
し
て
、

そ
れ
ほ
ど
、
恐
怖
感
、
抵
抗
感
を
抱
い
た
こ
と
は

な
か
っ
た
。

真
珠
湾
攻
撃
、
神
風
特
攻
隊
な
ど
自
分
の
身
を

犠
牲
に
し
て
敵
艦
に
突
っ
込
む
戦
法
に
対
し
て
、

当
時
、
無
謀
な
戦
法
と
い
う
感
じ
は
、
さ
ら
さ
ら

な
く
、
身
を
捨
て
て
国
に
殉
ず
る
と
い
う
こ
と
に
、

む
し
ろ
、
共
感
を
憶
え
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
何
よ
り
の
諦
め
は
、
自
分
だ
け
で
な

く
、
ほ
か
の
人
も
死
ぬ
の
だ
か
ら
と
い
う
単
純
な

考
え
が
底
流
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

こ
の
よ
う
な
死
に
対
す
る
張
り
詰
め
た
考
え
方

が
終
戦
の
報
の
あ
と
、
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
崩
れ
、

前
述
の
よ
う
な
安
堵
感
を
も
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

終
戦
の
日
か
ら
既
に
長
い
年
月
が
経
過
し
、
現

在
、
私
達
は
平
和
を
謳
歌
し
、
飽
食
の
日
々
に
明

け
暮
れ
て
い
る
。

こ
の
平
和
な
日
々
の
実
感
は
、
戦
争
を
経
験
し

な
い
世
代
に
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
受
け
と
め

て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

あ
の
暗
黒
な
時
代
を
生
き
た
者
の
み
が
、
両
極

端
な
世
相
を
対
比
す
る
こ
と
に
よ
り
、
強
烈
に
平

和
の
有
難
さ
を
、
か
み
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
考
え
な
け
れ
ば
あ
の
炎
色
の
青
春

時
代
が
浮
ば
れ
な
い
。

そ
う
は
云
っ
て
も
、
あ
の
当
時
の
諦
め
に
似
た

死
生
観
を
顧
み
る
と
、
背
筋
の
寒
く
な
る
の
を
憶

え
る
の
で
あ
る
。

※
原
稿
は
、
故
人
が
平
成
5
年
頃
に
執
筆
さ
れ
た

体
験
記
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

昭
和
20
年
3
月
10
日
未
明
、
私
は
け
た
た
ま
し

い
空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
で
飛
び
起
き
、
素
早
く

暗
闇
の
床
下
防
空
壕
に
も
ぐ
り
込
ん
だ
。
私
が
小

学
校
3
年
生
の
時
で
あ
る
。
Ｂ
29
爆
撃
機
の
す
さ

ま
じ
い
爆
音
と
ゴ
ー
ツ
と
い
う
焼
夷
弾
の
音
に
怯

え
な
が
ら
、
夢
中
で
祖
母
と
念
佛
を
唱
え
て
い
た
。

ヒ
ュ
ウ
・
ゴ
ー
ツ
の
音
と
焼
夷
弾
炸
裂
に
よ
る
閃

光
が
床
板
の
ス
キ
間
か
ら
も
れ
る
た
び
に
、
焼
夷

弾
投
下
の
恐
怖
に
体
中
が
震
え
た
。
白
々
と
空
が

明
る
く
な
っ
た
頃
、
激
し
く
続
い
た
空
爆
も
や
っ

と
お
さ
ま
っ
た
。
防
空
壕
か
ら
は
い
上
り
、「
あ

あ
‼
今
日
も
無
事
だ
っ
た
」
と
思
い
き
り
飛
び
跳

ね
た
。

深
川
が
焼
夷
弾
に
や
ら
れ
た
と
聞
い
て
、
見
に

行
っ
た
。
見
渡
す
限
り
の
焼
け
野
原
。
す
べ
て
が

瓦
礫
の
山
と
化
し
て
い
た
。
ブ
ス
ブ
ス
と
く
す
ぶ

り
続
け
る
焼
け
跡
を
見
回
す
と
、
銀
行
の
赤
レ
ン

ガ
の
残
骸
と
茶
色
に
焼
け
た
だ
れ
た
金
庫
が
ぽ
つ

ん
と
立
っ
て
い
た
。
歩
く
道
も
熱
く
、
顔
を
よ
ぎ

る
風
も
熱
く
感
じ
た
。
帰
り
道
で
、
黒
船
橋
か
ら

下
を
見
る
と
、
異
様
な
光
景
に
呆
然
と
立
ち
す
く

ん
だ
。

の
上
に
多
数
の
人
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
こ
ろ

が
り
、
重
な
り
合
っ
て
い
た
。
焼
死
体
、
下
半
身

が
水
に
つ
か
っ
た
り
、
上
向
・
下
向
で
ぷ
か
ぷ
か

と
浮
い
て
い
る
人
、
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
子

は
川
下
の
は
る
か
彼
方
ま
で
続
い
て
い
た
。
変
わ

り
果
て
た
姿
を
前
に
し
て
、
ボ
ォ
ー
と
見
て
い
た

が
、
急
に
恐
ろ
し
く
な
り
夢
中
で
家
に
帰
っ
た
。

こ
れ
は
焼
夷
弾
に
よ
る
焦
熱
地
獄
を
さ
ま
よ
い
、

苦
し
ま
ぎ
れ
に
水
を
求
め
、

の
上
で
窒
息
死
か

凍
死
し
た
人
達
な
の
だ
。

午
後
に
都
電
通
り
に
出
る
と
、
深
川
・
本
所
で

焼
夷
弾
に
よ
っ
て
焼
け
出
さ
れ
た
人
々
の
行
列
を

見
た
。
顔
は
煤
で
黒
く
よ
ご
れ
、
手
に
鍋
釜
を
さ

げ
、
大
き
な
風
呂
敷
包
を
背
負
っ
て
い
た
。
中
に

は
、
リ
ヤ
カ
ー
に
山
ほ
ど
の
家
財
道
具
を
括
り
つ

け
懸
命
に
引
い
て
い
た
。
人
々
の
表
情
は
疲
労
に

満
ち
、
う
つ
む
い
て
モ
ク
モ
ク
と
牛
歩
し
て
い
た
。

こ
の
行
列
は
数
日
間
も
続
き
「
こ
の
人
達
は
何
処

へ
行
く
の
だ
ろ
う
」
と
心
配
し
た
。

防
空
頭
巾
を
か
ぶ
り
、
必
死
に
耐
え
た
防
空
壕

生
活
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
は
8
月
15
日
終
戦
。
そ

の
日
、
お
世
話
に
な
っ
た
防
空
壕
を
の
ぞ
き
こ
み

「
長
い
間
あ
り
が
と
う
。
も
う
二
度
と
空
爆
は
ゴ

メ
ン
だ
‼
」
と
心
か
ら
叫
ん
だ
。

※
黒
船
橋
…
越
中
島
と
門
前
仲
町
に
架
る
橋
（
隅

田
川
の
支
流
）、
木
場
の
材
木
の
集
積
場
所

い
の
ち
の
伝
言
頒
布

昭
和
62
年
か
ら
平
成
18
年
の
間
に
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
戦
争
体
験
記
を
頒

布
し
て
い
ま
す
。

①
い
の
ち
の
伝
言
（
500
円
）

②
続
い
の
ち
の
伝
言
（
200
円
）

詳
し
く
は�

自
治
文
化
課
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体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記

市市
でで
はは
、、「「
平平
和和
をを
考考
ええ
るる
１１００
日日
間間
」」
のの
事事
業業
のの
一一

環環
とと
しし
てて
、、
過過
去去
のの
悲悲
惨惨
なな
戦戦
争争
をを
振振
りり
返返
りり
、、
平平
和和

へへ
のの
願願
いい
をを
次次
のの
世世
代代
にに
伝伝
ええ
てて
いい
くく
ここ
とと
をを
目目
的的
にに
、、

昭昭
和和
６６２２
年年
かか
らら
「「
私私
のの
戦戦
争争
体体
験験
記記
」」
とと
しし
てて
戦戦
地地
でで

のの
体体
験験
やや
戦戦
時時
中中
のの
生生
活活
のの
体体
験験
をを
、、
市市
民民
のの
皆皆
ささ
んん

かか
らら
募募
集集
しし
てて
毎毎
年年
広広
報報
へへ
掲掲
載載
しし
てて
きき
まま
しし
たた
。。
今今

年年
度度
もも
８８
月月
１１５５
日日
のの
終終
戦戦
のの
日日
にに
ああ
わわ
せせ
てて
戦戦
争争
体体
験験

記記
のの
ごご
応応
募募
をを
いい
たた
だだ
きき
まま
しし
たた
のの
でで
、、
ごご
紹紹
介介
いい
たた

しし
まま
すす
。。

※ご応募いただいた原文をそのまま掲載しています。


